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DNAを利用した道内黒毛和牛の能力診断システム

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

全道生産者は雌牛の早期選抜に、全道種雄機関は雄牛候補の早期選抜に活用可能。

道内黒毛和牛の改良速度向上のため、全道生産者が利用可能なDNA
による能力診断システムの構築が必要。

１ ２ ３北海道独自の能力診断 改良速度の向上度を試算

（協力機関：JAびらとり、十勝農業協同組合連合会、（一社）ジェネティクス北海道、（株）十勝家畜人工授精所、（一社）北海道酪農畜産協会、普及センター）

能力診断システムの構築

生産者
種雄機関

（牛を選抜）

家畜改良事
業団

（DNA検査）

道総研
畜試

（能力評価）

酪畜協会
（情報提供）

ゲノム
育種価

ゲノム育種価

毛根 料金

ゲノムデータ

申請から約1ヵ月でゲノム育種価＊を提供
＊肉量、肉質等の８項目について、DNA情報から評
価した親から子へ伝える能力

牛肉の美味しさに関わる以下の2項目は
独自に設定
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道内牛群の能力は約2.6倍の速度で向上

①霜降りの細かさ
②脂肪中の不飽和脂肪酸含量
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問い合わせ：畜産試験場 電話：0156-64-0616 (代表)

※選抜効率
選抜の頭数や精度から算出可能な改良速度の指標

農業研究本部 畜産試験場
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